
田中組の旧本社に

江戸時代から続く

一本のかりんの木

がありました。ふふ

丸は「家族愛」「お客

様第一主義」の象徴

と し て 生 ま れ た

キャラクターです!

　6月10日(金)にブランディ
ングに取り組んでいる企業
の皆様約20名の方にお越し
いただき、ベンチマーク視
察の受け入れを致しまし
た。今回お越しいただいた
のは、古郡建設株式会社様、
古郡ホーム株式会社様、株
式会社まつもとコーポレー

ション様、ユタカ電業株式
会社様、そしてアテンド役
のジュークアンリミテッド
株式会社様です（順不同）。
参加者の皆様は1泊2日の新
潟ツアーを組み、県央エリ
アのオープンファクトリー
等を見学し、2日目のツアー
先の１つとして田中組にい

らっしゃいました。これだ
けの多くの方にお越しい
ただくのは、田中組史上
初！「ベンチマーク視察の
受け入れ」ではありました
が、田中組にとっても貴重
な体験となりました。
　田中社長の講話から始
まり、その後ID室から事

例を発表。後半では社内を
ご案内しました。その後、
田中組に「もっと人が集ま
るアイディア」をテーマに
田中組のスタッフも混ざ
りグループワークを行い
ました。外から見たら田中
組がどんな風に見えてい
るのか知ることができ、思

いもしなかったアイディ
アをたくさんいただき、気
付きを得る機会となりま
した！ 

裏面社長コーナー
「Positive Change」

に講話内容の一部を掲載！



7月誕生日▶石黒さん・山川さん・中上さん・ドゥック
さん・樋口さん・山際さん。お誕生日おめでとうござい
ます！
来社予定▶6月30日 (木 )ベンチマーク視察会
環境整備▶7月29日 (金 )点検実施予定　現在本社として使用して

いるオフィスは倉庫をリノ
ベーションしたもの。リノ
ベーション時のコンセプト
の一つがワンフロアにする

ことです。一つのフロアで
業務を行うことにより、部
署を超えた情報共有がしや
すくなりました。スタッフ
同士のコミュニケーション

活性化だけでなく、業務の
効率も向上。空間デザイン
で働きやすい環境づくり。
自社設計ならではの取り組
みです。

TANAKA’S STAFF
Profile
1999年10月28日、新潟市生ま
れ。長岡大学経済経営学部を卒
業後、田中組に入社。

入社のきっかけ
何のために働きたいのか考え
たときに、私は人のために働
きたいと思いました。田中組
の説明会では「なぜ」お客様
が大切なのかを論理的に説明
していて、一生懸命学生に向
き合っていた姿に惹かれて入
社を決めました。
資格
管理業務主任者。宅地建物取

引士。日商簿記2級。FP2級。
建設業経理士2級。
趣味
ピアノを弾くこと、植物園や
神社にお出かけすることで
す。ピアノは独学で覚え、
YOASOBIの曲をメインで弾
きます。最近はお花に興味が
あって、アザレアという花を
知りました。とても綺麗な色
合いで素敵です。

ウェルカムボード
設置！
6月より本社オフィス
のエントランスにウェ
ルカムボードが設置さ
れました。お客様より
お喜びの声をいただき
大変嬉しく思います。

ボランティア清掃
6月5日に江南区亀田
郷、6月12日に東区サ
ンサンパークのボラン
ティア清掃に参加しま
した。地域のキレイが
保たれるよう今後も継
続して参加していきま
す！

環境整備半期振
り返り
環境整備の振り返りと
計画作成を行いまし
た。6回目の半期振り
返りとなり精度やス
ピードもUP。積極的に
発言するスタッフも増
えました！

行うよう心掛けました。お
施主様には非常に満足して
いただけたので、今回の経
験を無駄にせず常に+αの
気持ちで臨むことを今後も
努めて参ります。

私が担当
しました

　今回、内部改修と外部改
修・屋上防水工事を担当さ
せていただきました。
　お施主様が生活する中で
作業を行うため、安心・信頼
していただく事が大切でし
た。そのためにまずはお施
主様と積極的にコミュニ
ケーションをとるように意
識し、信頼関係の構築に努
めました。安心して生活し

ていただけるように、作業
時の騒音や内部改修時の飛
散防止養生、足場上での資
材荷下ろし時の安全管理の
徹底など、とにかくご迷惑
をお掛けしない様細心の注
意を払い作業を行いまし
た。
　本工事では、始まる前よ
りも出来るだけ良い状態に
するために、清掃を入念に

す。他の業務と兼任の場合、
連携してくれる同じ部署の
仲間がいるはずです。お客様
からの負託に対して素直に
感謝することが人間性も高
めると思います。
　企業活動を行う上で敵と
なるのは同業他社ではなく、
時代の変化。これに対応する
ためにもブランディングが
必要だと考えています。人の
成長無くして組織の成長は
ありません。インプットした
ら必ずアウトプットし、みん
なと共有することで自己と
組織の成長が促進されます。
皆さんの成長に期待してい
ます。

ていませんか？共感を得る
ことが結果に繋がり、評価を
得るための近道になると思
います。結果を出すためにス
ピード対応が求められます
が、スピードの感じ方は人に
よって異なるもの。田中組の
経営理念は「お客様第一主
義」。マラソンの伴走者のよ
うにお客様の利に寄り添っ
たスピード感を意識して欲
しいと考えています。
　そしてブランディングの
担当者の方に忘れて欲しく
ないのは感謝の気持ち。他社
の見学等インプットの機会
が多くあると思いますが、時
間とコストを要するもので

　ブランディングに取り組
んでいる企業の皆様にお越
しいただきました（オモテ面
参照）。社長としてのブラン
ディングに対する思いをお
話しました。
　ブランディングには「な
ぜ」が大切だと考えていま
す。「なぜ」を伝えることで
お客様や社内からの共感が
得られやすくなります。「あ
の人すごいよね」と言われる
人は結果を残している人。能
力に対する評価は結果に
よって得られます。評価され
ていないと感じるとき、お客
様や他者の目線から逸脱し
自己都合のみの視点になっ

TANAMAGAはSDGs達成に協力しています


